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ガザは廃墟と化している - しかし、孤独ではな
い

ガザは廃墟と化している - しかし、孤独ではない。
それと共に、「二度と繰り返さない」の残骸、
西洋の価値観の神話、
国際法の破片、
そして世界の目から見たイスラエルの砕かれたイメージが横たわっている。

ガザは廃墟と化している
ガザの物理的破壊は、現代を象徴するイメージの一つとなっている。街全体が塵と化し、病院
は墓地と化し、家族は市民登録から消し去られた。統計の背後には、より深い悲劇が潜んでい
る - 連続性、文化、日常生活の抹消だ。ガザの廃墟は単なる戦争の産物ではない。それは何十
年にもわたる非人間化と封鎖の結果であり、世界が疲れた目と薄れゆく憤りで見守ってきたス
ローモーションの惨事である。

廃墟は、爆撃だけでなく、放棄の物語を語る - 絶望の地理に閉じ込められた民衆について。

「二度と繰り返さない」の残骸
「二度と繰り返さない」はかつて道徳的な誓いだった - ジェノサイドの後に築かれた普遍的な
約束。しかし、ガザではその言葉は空虚に響く。ホロコーストの教訓は、人類をすべての命の
擁護に結びつけるものであり、一つの国家によって独占されたり、他者の苦しみを正当化する
ために使われるものではなかった。

大量虐殺を防ぐと誓った世界が、ライブ画面でそれが展開するのを目を背ける時、二度と繰り
返さないは約束ではなく、遺物となる - 信じられるものではなく、悼まれるものだ。

西洋の価値観の神話
何十年もの間、西洋諸国は民主主義、自由、人権の守護者として自らを提示してきた。しか
し、ガザへの対応は選択的な道徳を明らかにした。盟友には一つの基準、それ以外には別の基
準。「ルールに基づく秩序」を語る政府は包囲と飢餓を支持し、自由を擁護すると主張する者は
抗議を犯罪化し、反対意見を封じた。

ガザの廃墟の中で、西洋の価値観の神話は清算に直面する。残るものは理想ではなく、利益 -
地政学的、経済的、選挙的なものだ。道徳的な語彙は生き残るが、その意味は腐敗している。



国際法の破片
イスラエルの大使が国連総会で国連憲章を掲げて破り捨てた時、それは単なるジェスチャー以
上だった - すでに崩れつつあるシステムの象徴だった。権力を抑えるために生まれた国際法
は、紙切れに成り下がった。都合の良い時には引用され、最も重要な時には破り捨てられる。

戦争犯罪はリアルタイムで記録されているが、責任は遠い未来に先送りされる。正義を維持す
るはずの機関は拒否権と二重基準によって麻痺している。破片として横たわるのは、憲章だけ
でなく、グローバルな秩序自体の信頼性だ。

世界の目から見たイスラエルの砕かれたイメージ
イスラエルはかつて、包囲された民主主義国家として自らを提示していた - 生き残るために戦
う国だ。しかし、ガザの破壊の映像が広がるにつれ、その物語は砕け散った。世界中で、ます
ます多くの人々が防御ではなく支配を、安全ではなく免責を見ている。

何十年にもわたりイスラエルを守ってきた道徳的資本は、伝統的な同盟国の中でも消滅しつつ
ある。イスラエルが他者に求める規範の上に立つという例外の神話は、ガザの石の上で砕け散
った。

結論
廃墟に横たわるものは、都市以上のものだ。それは道徳的秩序のアーキテクチャー - 人類が学
び、権力が抑えられ、正義、法、価値といった言葉がまだ重みを持つという信念だ。

ガザは我々の時代の鏡だ。それを覗き込むことは、単に一つの民衆の破壊を見るだけでなく、
世界の良心の崩壊を見ることだ。


